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From Reading to Talking. あるいは文理融合を越えて
佐倉  統

　理系／文系という分け方が、嫌いである。単に好き嫌いの問題で
はなく、もはやこの分け方には存在理由が微塵もないと思っている。
しかし、いまだに両者の間にさまざまな差異が存在するのも確かだ。
たとえば、学会発表のスタイルからして、あまりに違う。
　ぼくは、大学院で霊長類学のトレーニングを受けて博士号を取得し
てから、専攻分野を科学史や科学哲学に変えた。生態学や動物行動
学の学会発表では、当時はパワーポイントはなかったから35mmス
ライドやOHPを使って、図表や模式図を示しながら進めるのが普通
だった。メモは持っても原稿は持たない。聴衆の顔を見て話す。これ、
常識である。
　ところが、国際生物学史学会に初めて参加したときは驚いた。こう
いうビジュアル資料を使うのは少数派で、ほとんどの人がひたすら原
稿を読み上げているのだ。日本語であっても集中して聞かないと理解
できないような抽象的な話を、英語でべらべら話されても、ぼくの英
語力では理解が難しい。おまけに、発表時間が残り少なくなってくる
と、どんどん早口になっていく。こちらは時差ボケ。必然的に居眠り
する。むなしい。仮にも「国際」学会たるもの、非英語圏の研究者に
も配慮して、要点だけでも図示してくれないか──そんな要望を学会
のニュースレターに寄稿したこともある。
　やや古風な英語では、学会で発表することを“read a paper” と言
う。その昔は、学会発表には完成版の原稿を用意し、発表が終わっ
たら事務局にそれを提出するというスタイルだったのだ。出そろった
論文を集めて、紀要として出版する。そんな時代の名残である。しか
し、今でもそれを文字通りに実行する必要はあるまい。わかりやすい
ビジュアル資料を使い、聴衆の方を向いて、大きな聞き取れる声でゆっ
くりと talk しよう。
　もちろん、言葉の論理が重要な学問分野においては、書くことで
思考の動きを固定化し、揺れを良い意味でなくすことも必要である。
たとえば法律学の議論などでは、一言一句の微妙なニュアンスの差
異が、結果として大きな違いにつながることもありうる。人の一生を
左右しかねない。このような学問分野では、パワーポイントの模式図
ではなく、練り上げた文章を提出することが重要になる。
　大事なことは、時と場合に応じて、目的にかなった手法や方法を使
い分けられるようになることだろう。ひとりでやれなければ、チーム
を組む。いずれにせよ、違いを溶け合わせて一緒にするのではなく、
違いを共存させることが必要なのだ。文系と理系は融合するものでは
なく（そんなことできっこない）、越境するものなのだ。
　この GCOEのすばらしい点のひとつは、学際的な内容を理念とし
て掲げながら、その説明に「文理融合」という用語がほとんど登場し
ないことだ。その意気やよし。期待しています。
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